
 

平成 19年 2 月 19 日 

藤枝市 

 

 

藤枝駅周辺にぎわい再生拠点施設整備事業提案競技審査結果について 

 

 

本市では、ＪＲ藤枝駅周辺のにぎわい再生、都市機能高度化を推進するため、駅南口に位

置する旧市立病院跡地（市立志太総合病院跡地）において、図書館を含む官民複合施設整備

を目的とする「藤枝駅周辺にぎわい再生拠点施設整備事業」の提案競技を実施しました。 

 この度、別紙のとおり最優秀提案者を選定した旨、審査委員会より答申がありましたので

お知らせします。 

 今後は最優秀提案者と事業計画等に関する協議を行い、協議が整い次第事業者として決定

し、基本協定を締結します。 

 

〔参考〕 
 

１ 今後のスケジュール（予定） 

○最優秀提案者との協議・調整      

○基本協定締結・事業者及び事業計画決定     ３月下旬 

○建設工事着手                 平成１９年度中 
  

２ 事業概要 

旧市立病院跡地について、「文化・学習サービスの提供」「にぎわい創出と都市機能

高度化」「財政負担の軽減」を土地利用の基本方針とし、『中心市街地活性化の拠点ゾ

ーン』と位置付け、民間活力導入により有効活用を図る。 

事業内容は、市有地に定期借地権を設定し、民間事業者が施設を設計、建設、運営

する。施設は民間事業者が所有し、市は公共施設部分を賃借し運営する。 
 

 

３ 事業対象地  

（１）所在地番   藤枝市前島一丁目７番６  外４筆  

（２）敷地面積   全体約１１,０００㎡のうち東側約７,６７０㎡ 

           ※西側３,３００㎡の駐車場活用は可 
          

４ 土地活用手法 

事業用借地権設定（２０年間） 

※事業期間終了後、事業用借地権再設定可（１０年以上２０年以下） 

 

 

 

 

 

 

藤枝市企画財政部企画政策課   担当／駅周辺土地活用推進係 秋田・渡邊 

TEL：054-643-3111（代表）内線 314  FAX：054-643-3604 

E-mail：kikaku@city.fujieda.shizuoka.jp                   

プレスリリース 
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藤枝駅周辺にぎわい再生拠点施設整備事業提案競技審査結果 
 

 

１ 趣旨 

藤枝市では、ＪＲ藤枝駅南側に所有する土地「旧市立病院跡地」について、「文化・学習

サービスの提供」「にぎわい創出と都市機能高度化」「財政負担の軽減」を土地利用の基本

方針とし、「公共文化・学習施設と民間施設の複合化による中心市街地活性化の拠点ゾーン」

と位置付け、民間活力による高度な土地利用と官民複合施設整備を目的とし開発事業者を

募集した。 

本審査委員会は、この趣旨及び提案競技募集要項等に基づき、応募者を最優秀提案者と

して選定した。 

 

 

２ 応募者数 

１社 

 

 

３ 最優秀提案者    

 大和工商リース株式会社 

大阪市中央区農人橋２丁目１番３６号  代表取締役社長 梶本 六夫 

 

 

４ 審査経過 

 （１）審査委員会開催状況 

   平成１８年９月５日（火）   第１回審査委員会   

                   ・評価基準等について確認 

   平成１９年２月７日（水）   応募者ヒアリング 

                  第２回審査委員会   

                   ・応募提案の審査 

・最優秀提案者の選定 

  

（２）選定方法 

審査項目の絶対評価により、提案内容が本事業の趣旨及び条件に適合しているかを

確認した。 

    

（３）審査講評 

応募者が１社であり、実質的に審査はその提案内容が本事業の趣旨に適合している

か否かの確認をすることになったが、総合的に優れた提案であると評価されたことか

ら、応募者を最優秀提案者として選定した。 

 

≪最優秀提案者の優位点について≫ 

応募者は、藤枝駅周辺のにぎわいづくりや広域的な交流の促進といった中心市街

地活性化への貢献度や事業遂行能力の高さが評価された。特に優れていた点は以下

のとおりである。 

別紙（平成１９年２月１６日 審査委員会答申） 
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■特に優れていた点（主たる選定理由） 

○民間施設については、集客力の高い商業・娯楽機能が複合的に計画されており、

公共施設（図書館）との一体的な整備により、にぎわいの相乗効果、周辺のま

ちづくりへの波及効果が期待できる。 

○民間施設の中には、周辺地域に立地しないシネマコンプレックスの導入が提案

されており、広域的な集客機能の向上や新たな都市サービスの提供が可能にな

る。また、公共施設（図書館）との文化的な連携も期待できる。 

○公共施設（図書館）がワンフロア構成となっているため、来館者の利便性が高

く、かつ管理面での効率性、コスト削減が期待できる。 

○建物の管理を２４時間・年中無休としており、図書館の利用時間や他の民間施

設の営業時間に配慮した利便性の高いフレキシブルな管理運営計画となって

いる。 

○都市計画道路藤枝駅吉永線に面して公開空地（オープンスペース）を確保した

うえで、ベンチ、テーブル等のファニチャー類を配し、また、緑あふれるプロ

ムナードを設けるなど、潤い・憩いの空間を演出していることから、良好な都

市空間の創出とともに、中心市街地全体の快適性に寄与する。 

○応募者は優良企業であり資力・信用力が高く、本事業についても十分採算を踏

まえた計画となっており、安定的な事業継続が期待できる。 

○同種・類似事業において数多くの実績があり、事業に関するノウハウが豊富と

判断されるため、円滑な事業運営が期待できる。 

 

≪事業化に向けての検討・協議事項≫ 

審査の過程で、より望ましいにぎわい再生拠点づくりを実現するため、さらなる

検討・協議が望まれる事項として、以下のような指摘があった。 
 

■事業化に向けての検討・協議事項 

○図書館の上層階に駐車場を配することから、振動・騒音が危惧されるので、他

都市の事例分析やシミュレーション等を実施し、図書館の静粛性を確認する必

要がある。 

○市民に永く愛される快適な図書館を実現するため、事業者と協議しながら、図

書館の内装仕上げ材等についてはより高いグレードを目指すべきである。 

○児童図書スペースの位置、荷捌きスペースの規模、職員の動線、フロアの天井

高等、図書館計画の細部については改善の余地があることから、より詳細かつ

密な検討・協議、柔軟な対応が望まれる。 

○図書館と同フロアに配置される商業施設については、図書館とのマッチングに

配慮すべきである。 

○公共施設（図書館）が入居する施設であるため、建物には格調の高さを感じら

れるデザインが望まれ、ＡＢＣ街区施設との調和も踏まえる必要があることか

ら、建物の外観については事業者と協議が必要である。 

○民間施設（商業テナント等）については、駅周辺のまちづくり、機能バランス

に配慮し、事前に市と十分な調整が必要である。 

○駐車場については、周辺施設等による一般需要も高いことから、立地を考慮し

た駐車場計画が必要である。また、駐輪場への屋根の設置も望まれる。 

○駐車場への車両動線（出入り）については、周辺交通環境への影響に配慮し、
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北側市道も含めた見直しも検討すべきである。 

○北側公開空地は建物の影になり日当たりが悪く、人が集い・憩うスペースとし

ては不向きであることから、その活用については再考の余地がある。 

○設計、建設及び管理運営において、防災対策、ユニバーサルデザイン、安全性

等について十分確認し対応していく必要がある。 

 

（４）審査委員会 

委員長   海道 清信 （名城大学都市情報学部教授・工学博士） 

副委員長  大石 博正 （藤枝市助役） 

委員    川口 宗敏 （静岡文化芸術大学大学院教授・工学博士） 

委員    藤田 和弘 （新日本監査法人代表社員・公認会計士） 

委員    野崎 耕一 （静岡産業大学情報学部教授・図書館長） 

委員    河村 正史 （ときわ綜合法律事務所・弁護士） 

委員    舘   正義 （藤枝市議会議長） 

委員    小澤 隆保 （藤枝市企画財政部長） 

委員    大石  茂  （藤枝市都市建設部長） 

 

 

６ 最優秀提案者の提案概要 

（１）施設名称 

  （仮称）ＢｉＶｉ藤枝 

 

（２）施設内容 

   ○公共施設 

     ・市立図書館（設置階：２階）    〔延床面積：３,１５８㎡〕 
     

○民間施設 

・商業店舗（物販，飲食，サービス） 〔延床面積：４,５９４㎡〕 

     ・シネマコンプレックス        〔延床面積：４,８４８㎡〕 

     ・駐車場（立体，屋内，屋外）       〔駐車台数：３５８台〕 

     ・駐輪場                           〔駐輪台数：１４０台〕 

 

（２）施設規模 

   商業・公共棟：Ｓ造  地上５階建  延床面積 ２０,７１７㎡ 

   立体駐車場棟：Ｓ造  地上４階建  延床面積  ３,８２４㎡ 

（合計延床面積 ２４,５４１㎡） 

 

（３）完成（オープン）予定時期 

平成２０年１２月 

 

（４）地代及び公共施設賃料 

  地代：月額地代単価    ３０２円／㎡ 

  賃料：公共施設賃料総額  ２,０９９,６１７,８９６円（２０年間：共益費込み） 
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建物外観 

駅からのプロムナード（公開空地） 

図書館エントランス 

図書館内（ブラウジングコーナー） 

（５）イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 


